
９
月
３０
日
、
１０
月
８
日
、
１０
月
２６
日
、

田
原
市
役
所
で
「
第
４
回
・
第
５
回
・
第

６
回
田
原
市
・
渥
美
町
合
併
協
議
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

第
４
回
協
議
会
で
は
、「
地
方
税
の
取

扱
い
」、「
一
般
職
の
職
員
の
身
分
の
取
扱

い
」、「
特
別
職
の
身
分
の
取
扱
い
」、「
条

例
・
規
則
等
の
取
扱
い
」、「
事
務
組
織
及

び
機
構
の
取
扱
い
」
に
つ
い
て
の
５
項
目

が
確
認
さ
れ
、
ま
た
、
新
市
建
設
計
画
の

作
業
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

第
５
回
協
議
会
で
は
、「
一
部
事
務
組

合
等
の
取
扱
い
」
を
始
め
と
す
る
１０
項
目

が
確
認
さ
れ
、「
合
併
の
期
日
」、「
農
業
委

員
会
委
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
」、

「
消
防
団
の
取
扱
い
」、「
各
種
事
務
事
業
の

取
扱
い
（
う
ち
１４
項
目
）」
を
提
案
し
協
議

さ
れ
ま
し
た
。

第
６
回
協
議
会
で
は
、
新
市
建
設
計
画

に
つ
い
て
、
県
と
の
事
前
協
議
案
を
提
案

し
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
れ
ら
の
概
要
及
び
当
協
議

会
が
開
催
し
た
「
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
講

演
会
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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第
４
回
の
合
併
協
議
会
で
は
、
議
題
と

し
て
、
確
認
事
項
５
項
目
、
提
案
事
項
１１

項
目
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
（
協
定
項
目
８
）
地
方
税
の
取
扱
い

に
つ
い
て

「
地
方
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
田

原
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。
た
だ
し
、
都

市
計
画
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る

法
律
第
１０
条
の
地
方
税
に
関
す
る
特
例
の

規
定
を
適
用
し
、
次
の
と
お
り
取
り
扱
う

も
の
と
す
る
。

１
　
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、
合
併

年
度
及
び
そ
の
翌
年
度
は
、
現
行
の

と
お
り
と
す
る
。

２
　
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、

合
併
年
度
は
現
行
の
と
お
り
と
し
、

翌
年
度
調
整
し
統
一
す
る
。」

こ
と
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
（
協
定
項
目
９
）
一
般
職
の
職
員
の

身
分
の
取
扱
い
に
つ
い
て

「
１
　
渥
美
町
の
一
般
職
の
職
員
は
、
す

べ
て
田
原
市
の
職
員
と
し
て
引
き
継

ぐ
も
の
と
す
る
。

２
　
渥
美
町
の
一
般
職
の
職
員
の
給

与
、
任
免
、
配
置
そ
の
他
の
身
分
の

取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
田
原
市
の
職

員
と
の
均
衡
を
考
慮
し
て
公
正
に
取

り
扱
う
も
の
と
す
る
。

３
　
職
員
数
に
つ
い
て
は
、
定
員
適
正

化
計
画
を
策
定
し
、
定
員
管
理
の
適

正
化
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。」

こ
と
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
（
協
定
項
目
１０
）
特
別
職
の
身
分
の

取
扱
い
に
つ
い
て

「
渥
美
町
の
常
勤
の
特
別
職
（
教
育
長

を
含
む
。）
の
職
員
の
身
分
の
取
扱
い
に
つ

い
て
は
、
両
市
町
の
長
が
別
に
協
議
し
て

定
め
る
も
の
と
す
る
。」
こ
と
で
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

■
（
協
定
項
目
１１
）
条
例
・
規
則
等
の

取
扱
い
に
つ
い
て

「
田
原
市
の
条
例
・
規
則
を
適
用
す
る

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
合
併
協
議
会
で

協
議
・
確
認
さ
れ
た
各
種
事
務
事
業
等
の

調
整
内
容
に
関
係
す
る
条
例
・
規
則
に
つ

い
て
は
、
そ
の
調
整
内
容
を
踏
ま
え
て
規

定
の
整
備
を
行
う
も
の
と
す
る
。」
こ
と
で

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
（
協
定
項
目
１２
）
事
務
組
織
及
び
機

構
の
取
扱
い
に
つ
い
て

「
１
　
新
市
の
事
務
組
織
及
び
機
構
は
、

次
の
方
針
に
基
づ
き
整
備
す
る
。

①
地
方
分
権
に
お
け
る
行
政
課
題
に

迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る
組

織
・
機
構

②
住
民
の
声
を
適
正
に
反
映
で
き
る

組
織
・
機
構

③
住
民
に
わ
か
り
や
す
く
、
利
用
し

や
す
い
組
織
・
機
構

④
指
揮
命
令
系
統
を
簡
素
化
し
、
責

任
の
所
在
が
明
確
な
組
織
・
機
構

⑤
簡
素
で
効
率
的
な
組
織
・
機
構

２
　
現
在
の
渥
美
町
役
場
に
つ
い
て
は
、

支
所
と
し
て
存
続
さ
せ
る
も
の
と
す

る
。
な
お
、
支
所
の
組
織
に
つ
い
て

は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い

よ
う
に
十
分
配
慮
し
、
段
階
的
に
再

編
、
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。」

こ
と
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
（
協
定
項
目
１３
）
一
部
事
務
組
合
等

の
取
扱
い
に
つ
い
て

■
（
協
定
項
目
１４
）
使
用
料
、
手
数
料

等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

■
（
協
定
項
目
１５
）
諮
問
機
関
等
の
取

扱
い
に
つ
い
て

■
（
協
定
項
目
１６
）
補
助
金
・
交
付
金

等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

■
（
協
定
項
目
１７
）
町
名
・
字
名
の
取

扱
い
に
つ
い
て

■
（
協
定
項
目
１８
）
慣
行
の
取
扱
い
に

つ
い
て

■
（
協
定
項
目
１９
）
国
民
健
康
保
険
事

業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

■
（
協
定
項
目
２０
）
介
護
保
険
事
業
の

取
扱
い
に
つ
い
て

■
（
協
定
項
目
２１
）
消
防
団
の
取
扱
い

に
つ
い
て

田原臨海工業地帯
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第４回 

合
併
協
議
会
の
結
果 

９
月
３０
日（
木
）田
原
市
役
所 

確 

認 

事 

項 

提 

案 

事 

項 



■
（
協
定
項
目
２２
）
行
政
区
の
取
扱
い

に
つ
い
て

■
（
協
定
項
目
２３
）
公
共
的
団
体
等
の

取
扱
い
に
つ
い
て

以
上
１１
項
目
が
提
案
さ
れ
、
次
回
の
協

議
会
で
確
認
事
項
と
し
て
協
議
さ
れ
ま
す
。

第
５
回
の
合
併
協
議
会
で
は
、
議
題
と

し
て
確
認
事
項
１０
項
目
、
各
種
事
務
事
業

の
一
部
（
１４
項
目
）
を
含
む
提
案
事
項
１８

項
目
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
（
協
定
項
目
１３
）
一
部
事
務
組
合
等

の
取
扱
い
に
つ
い
て

「
１
　
田
原
渥
美
清
掃
施
設
組
合
及
び
田

原
渥
美
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
協
議

会
に
つ
い
て
は
、
合
併
の
日
の
前
日

を
も
っ
て
解
散
す
る
。
な
お
、
田
原

渥
美
清
掃
施
設
組
合
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

①
田
原
渥
美
清
掃
施
設
組
合
の
事
務

及
び
財
産
は
、
田
原
市
が
引
き
継

ぐ
も
の
と
す
る
。

②
田
原
渥
美
清
掃
施
設
組
合
の
一
般

職
の
職
員
は
、
す
べ
て
田
原
市
の

職
員
と
し
て
身
分
を
引
き
継
ぐ
も

の
と
す
る
。

③
田
原
渥
美
清
掃
施
設
組
合
の
一
般

職
の
職
員
の
給
与
、
任
免
、
配
置

そ
の
他
の
身
分
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
、
田
原
市
の
職
員
と
の
均
衡

を
考
慮
し
て
公
正
に
取
り
扱
う
も

の
と
す
る
。

２
　
愛
知
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
、
豊
橋
田
原
渥
美
広
域
市
町
村
圏

協
議
会
、
東
三
河
地
方
教
育
事
務
協

議
会
及
び
田
原
渥
美
土
地
開
発
公
社

に
つ
い
て
は
、
渥
美
町
は
合
併
の
日

の
前
日
を
も
っ
て
脱
退
す
る
。」

こ
と
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
（
協
定
項
目
１４
）
使
用
料
、
手
数
料

等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

「
１
　
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、

同
一
又
は
類
似
す
る
施
設
等
の
使
用

料
は
、
施
設
の
規
模
、
実
態
等
を
考

慮
し
調
整
を
図
る
も
の
と
す
る
。

２
　
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
合
併
時
に
田
原
市
の
制
度
に
統
一

す
る
。」

こ
と
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
（
協
定
項
目
１５
）
諮
問
機
関
等
の
取

扱
い
に
つ
い
て

「
両
市
町
に
置
か
れ
て
い
る
諮
問
機
関

等
は
、
田
原
市
に
統
合
す
る
も
の
と
す
る
。

な
お
、
独
自
に
置
か
れ
て
い
る
諮
問
機
関

等
に
つ
い
て
は
、
実
態
を
考
慮
し
整
備
す

る
も
の
と
す
る
。
委
員
構
成
に
つ
い
て
は
、

両
市
町
の
長
が
別
に
協
議
し
て
定
め
る
も

の
と
す
る
。」
こ
と
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
（
協
定
項
目
１６
）
補
助
金
・
交
付
金

等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

「
補
助
金
・
交
付
金
等
の
取
扱
い
に
つ

い
て
は
、
従
来
か
ら
の
経
緯
、
実
績
等
に

配
慮
し
、
原
則
と
し
て
次
の
区
分
に
よ
り

調
整
す
る
も
の
と
す
る
。

①
両
市
町
で
同
一
あ
る
い
は
同
種
の

補
助
金
等
に
つ
い
て
は
、
田
原
市

の
制
度
に
統
一
す
る
。

②
各
市
町
独
自
の
補
助
金
等
に
つ
い

て
は
、
両
市
町
全
体
の
均
衡
を
保

つ
よ
う
に
調
整
す
る
。

③
他
の
補
助
金
等
に
整
理
統
合
で
き

る
補
助
金
等
に
つ
い
て
は
、
統
合

の
方
向
で
調
整
す
る
。」

こ
と
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
（
協
定
項
目
１７
）
町
名
・
字
名
の
取

扱
い
に
つ
い
て

「
渥
美
町
の
町
・
字
の
名
称
及
び
区
域

は
、
基
本
的
に
現
行
の
と
お
り
と
し
、「
大

字
」、「
字
」
を
削
除
し
た
名
称
に
変
更
す

る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
よ
り
難
い
場
合
に

つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
変
更
を
行
う

も
の
と
す
る
。」こ
と
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
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第５回 

合
併
協
議
会
の
結
果 

１０
月
８
日（
金
）田
原
市
役
所 

確 

認 

事 

項 



■
（
協
定
項
目
１８
）
慣
行
の
取
扱
い
に

つ
い
て

「
１
　
市
章
、
市
民
憲
章
、
市
の
花
・
木

等
市
章
、
市
民
憲
章
、
市
の
花
・
木

等
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
制
定
す
る

こ
と
を
検
討
す
る
も
の
と
す
る
。
な

お
、
合
併
時
ま
で
に
制
定
で
き
な
い

場
合
は
、
制
定
ま
で
の
間
、
旧
田
原

町
時
に
制
定
し
た
旧
田
原
町
の
町

章
、
町
民
憲
章
、
町
の
花
・
木
を
用

い
る
も
の
と
す
る
。

２
　
各
種
宣
言

田
原
市
の
各
種
宣
言
を
新
市
の
各

種
宣
言
と
し
て
用
い
る
も
の
と
す

る
。

３
　
表
彰
制
度

渥
美
町
の
現
行
制
度
を
廃
止
し
、

田
原
市
に
お
い
て
新
た
に
創
設
す
る

制
度
に
統
一
す
る
も
の
と
す
る
。」

こ
と
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
（
協
定
項
目
１９
）
国
民
健
康
保
険
事

業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

「
１
　
保
険
給
付
事
業
に
つ
い
て
は
、
合

併
時
に
田
原
市
の
制
度
に
統
一
す

る
。

２
　
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
年

度
は
現
行
の
と
お
り
と
し
、
翌
年
度

か
ら
田
原
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。」

こ
と
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
（
協
定
項
目
２０
）
介
護
保
険
事
業
の

取
扱
い
に
つ
い
て

「
１
　
被
保
険
者
の
資
格
管
理
等
に
係
る

事
務
及
び
保
険
給
付
事
業
に
つ
い
て

は
、
合
併
時
に
田
原
市
の
制
度
に
統

一
す
る
。

２
　
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
に
つ

い
て
は
、
合
併
年
度
は
現
行
の
と
お

り
と
し
、
翌
年
度
以
降
は
新
市
に
お

い
て
調
整
す
る
。

３
　
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

は
、
新
市
に
お
い
て
策
定
す
る
。」

こ
と
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
（
協
定
項
目
２２
）
行
政
区
の
取
扱
い

に
つ
い
て

「
田
原
市
の
制
度
（
校
区
総
代
制
）
を

適
用
す
る
。」
こ
と
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
（
協
定
項
目
２３
）
公
共
的
団
体
等
の

取
扱
い
に
つ
い
て

「
公
共
的
団
体
等
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
実
情
を
尊
重
し
な
が
ら
、
そ
の
あ

り
方
に
つ
い
て
調
整
に
努
め
る
も
の
と
す

る
。１

　
両
市
町
共
通
の
団
体
に
つ
い
て

①
合
併
後
の
一
体
性
を
保
つ
た
め
、

で
き
る
限
り
合
併
時
に
統
合
で
き

る
よ
う
に
調
整
に
努
め
る
。

②
国
・
県
の
指
導
等
に
基
づ
き
設
置

さ
れ
た
団
体
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
の
助
言
、
指
導
等
を
も
と
に
、

田原市・渥美町合併協議会

《
解
説
》 

町
名
・
字
名
の
取
扱
い 

（
例
）渥
美
郡
渥
美
町
大
字 

　
　
　
古
田
字
岡
ノ
越
６
番
地
４ 

　
　
　
　
　
　 

　
　
田
原
市
古
田
町 

　
　
　
　
　
　
岡
ノ
越
６
番
地
４ 

と
な
り
ま
す
。 

　
基
本
的
に
田
原
市
の
住
所
表
示 

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
現
況
】 

　
〈
自
治
組
織
〉 

　
　
田
原
市 

　
　
　
校
区
総
代
１２
名（
任
期
２
年
） 

　
　
　
地
区
総
代
７７
名（
任
期
１
年
） 

　
　
渥
美
町（
２６
自
治
会
） 

　
　
　
駐
在
員
２５
名（
任
期
１
年
） 

　（
施
設
） 

　
田
原
市
に
つ
い
て
は
、市
が
小
学
校

単
位
に
市
民
館
を
整
備
し
て
い
る
。 

　
渥
美
町
に
つ
い
て
は
、自
治
会
ご
と

に
１
つ（
福
江
は
２
）公
民
館
又
は
分

館
が
あ
る
。 

【
調
整
内
容
】 

　
田
原
市
の
制
度（
校
区
総
代
制
）を

適
用
す
る
。 

　
校
区
総
代
２０
名（
２０
小
学
校
区
） 

地
区
総
代
１
０
３
名
（
１
０
３
行

政
区
） 

　
施
設
に
つ
い
て
は
、各
校
区
に
校
区

市
民
館（
公
民
館
）を
整
備
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

《
解
説
》 

　
　
行
政
区
の
取
扱
い 

　
校
区
総
代
制
と
は
、小
学
校
単
位

に
校
区
総
代
を
設
置
し
、各
自
治
体

単
位
の
総
代
の
取
り
ま
と
め
及
び
校

区
内
の
自
治
組
織
の
総
括
を
す
る
。 

地域住民の活動拠点となる市民館
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そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
す

る
。

③
統
合
に
時
間
を
要
す
る
団
体
に
つ

い
て
は
、
将
来
の
統
合
に
向
け
調

整
に
努
め
る
。

２
　
各
市
町
独
自
の
団
体
に
つ
い
て

原
則
と
し
て
、
現
行
の
と
お
り
と
す

る
。」

こ
と
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
（
協
定
項
目
２１
）
消
防
団
の
取
扱
い

に
つ
い
て
【
再
提
案
】

「
消
防
団
は
田
原
市
に
統
合
し
、
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
つ
い
て
は
田
原
市
の

制
度
に
統
一
す
る
。

分
団
編
成
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
ま
で

に
、
田
原
市
の
現
行
９
分
団
を
６
分
団
に
、

渥
美
町
の
現
行
９
分
団
を
３
な
い
し
４
分

団
と
す
る
こ
と
を
目
標
に
再
編
す
る
も
の

と
す
る
。」
と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

■
（
協
定
項
目
２
）
合
併
の
期
日
に
つ

い
て

「
合
併
の
期
日
は
、
平
成
１７
年
１０
月
１

日
と
す
る
。」
と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

■
（
協
定
項
目
７
）
農
業
委
員
会
委
員

の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
に
つ
い

て
「
１
　
渥
美
町
の
農
業
委
員
会
は
、
田
原

市
の
農
業
委
員
会
に
統
合
す
る
も
の

と
す
る
。

２
　
田
原
市
の
合
併
前
の
一
般
選
挙

（
Ｈ
１７．

７
）
は
、
委
員
定
数
を
１２

人
に
改
正
し
、
選
挙
区
を
設
け
ず
実

施
す
る
。

３
　
渥
美
町
の
農
業
委
員
会
の
委
員
で

選
挙
に
よ
る
委
員
は
、
現
委
員
で
あ

ら
か
じ
め
互
選
し
た
８
人
に
つ
い

て
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す

る
法
律
第
８
条
第
１
項
第
２
号
の
規

定
を
適
用
し
、
田
原
市
の
農
業
委
員

会
の
委
員
の
残
任
期
間
に
限
り
、
引

き
続
き
田
原
市
の
農
業
委
員
会
の
委

員
と
し
て
在
任
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
農
業
委
員
会
の
部
会
は
、
現
在
の

田
原
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
限

田原市・渥美町合併協議会
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《
解
説
》 

　
　
消
防
団
の
取
扱
い 

※
正
副
団
長
を
除
く 

分
　
団 

東
部 

神
戸 

 

南
部 

野
田 

中
部 

 

北
部 

 
高
松 

赤
羽
根 

若
戸 

東
部
第
１  

 

東
部
第
２ 

中
部
第
１  

 

中
部
第
２ 

中
部
第
３ 

中
部
第
４ 

西
部
第
１ 

西
部
第
２ 

西
部
第
３ 

区
　
　
　
　
域 

六
連
・
谷
熊
・
豊
島
・
や
ぐ
ま
台 

神
戸
・
西
神
戸
・
大
草
・
南
神
戸 

東
神
戸
・
東
赤
石 

加
治
・
大
久
保
・
赤
石 

芦
村
・
野
田
・
仁
崎
・
ほ
る
と
台 

田
原 

吉
胡
・
浦
・
波
瀬
・
片
浜
・
白
谷 

緑
が
浜
・
白
浜
・
姫
見
台
・
白
磯 

光
崎 

高
松 

赤
羽
根 

池
尻
・
若
見
・
越
戸 

宇
津
江
・
江
比
間
・
八
王
子 

村
松
・
馬
伏 

伊
川
津
・
石
神
・
夕
陽
が
浜 

山
田
・
高
木
・
折
立
・
古
田 

長
沢
・
福
江
・
向
山
・
保
美 

中
山 

小
中
山 

亀
山
・
西
山 

和
地
・
小
塩
津
・
土
田 

堀
切 

日
出
・
伊
良
湖 

人
員 

６６    ５１ ６５ ６０     ３６ ５４ ５０    ２５    ３５ ３５ ３０ ３５ ３０ ２５ ８８ ６６ ４５ ５５ 

渥 美 町  田 原 市  【
現
況
】 

地域防災の担い手
「消防団」

提 

案 

事 

項 

《
解
説
》 

　
　
合
併
の
期
日 

　
合
併
の
期
日
に
つ
い
て
は
、特
に
法

律
上
の
定
め
が
あ
る
も
の
で
は
な
く
、

両
市
町
の
協
議
の
合
意
に
よ
り
決
定

す
る
も
の
で
す
。 

　
合
併
の
期
日
の
ポ
イ
ン
ト
は
、住

民
へ
の
周
知
の
時
間
、住
民
生
活
へ
の

影
響
、市
長
及
び
町
長
の
任
期
、議
会

議
員
等
の
任
期
等
の
理
由
を
総
合
的

に
勘
案
し
て
判
断
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
ず
田
原
市
に
と
っ
て
象
徴
的
な

日
で
覚
え
や
す
い
田
原
町
・
赤
羽
根

町
の
合
併
日
、８
月
２０
日
を
検
討
し

ま
し
た
が
、両
市
町
の
住
民
基
本
台
帳
、

印
鑑
登
録
、資
産
税
等
の
電
算
シ
ス

テ
ム
統
一
に
つ
い
て
時
間
が
短
く
、各

種
届
出
、証
明
書
の
交
付
等
に
つ
い
て

支
障
を
き
た
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ず
、住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
直
接

影
響
す
る
も
の
で
、適
当
で
は
な
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。 

　
提
案
の
日
は
、年
度
の
後
半
の
初

日
と
区
切
り
が
よ
く
、決
算
や
事
務

事
業
の
引
き
継
ぎ
等
を
混
乱
せ
ず
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、電
算

シ
ス
テ
ム
統
一
等
の
事
務
作
業
の
時
間

も
と
れ
る
と
と
も
に
、土
曜
日
で
シ

ス
テ
ム
の
切
り
替
え
、運
用
テ
ス
ト
も

ス
ム
ー
ズ
に
行
い
や
す
い
こ
と
な
ど

総
合
的
に
考
え
る
と
、平
成
１７
年
１０

月
１
日
が
合
併
の
期
日
に
ふ
さ
わ
し

い
と
考
え
ま
し
た
。 



り
で
廃
止
す
る
。」

と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

■
（
協
定
項
目
２５
）
各
種
事
務
事
業
の

取
扱
い
に
つ
い
て

「
各
種
事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
配
慮

し
な
が
ら
、
次
に
よ
り
そ
の
一
元
化
に
向

け
調
整
を
図
る
も
の
と
す
る
。

①
原
則
と
し
て
、
田
原
市
の
制
度
に

統
一
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

②
両
市
町
に
お
い
て
取
扱
い
が
異
な

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
両
市
町
の

実
態
に
合
わ
せ
調
整
を
行
う
も
の

と
す
る
。」

と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

●
（
２５
―
１
）
国
際
交
流
・
広
域
交
流

事
業
に
つ
い
て

「
国
際
交
流
・
広
域
交
流
に
関
す
る
各

種
事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
両
市

町
の
各
事
務
事
業
を
新
市
に
お
い
て
引
き

続
き
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。」
と
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

●
（
２５
―
２
）
電
算
シ
ス
テ
ム
事
業
に

つ
い
て

「
電
算
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
各
種
事
務

事
業
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
田
原
市

の
制
度
及
び
処
理
方
式
（
シ
ス
テ
ム
）
に

統
一
す
る
。
た
だ
し
、
一
部
の
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
は
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

業
務
委
託
を
拡
大
す
る
。
な
お
、
合
併
年

度
に
つ
い
て
は
、
各
事
務
事
業
の
実
態
に

合
わ
せ
た
処
理
方
式
と
す
る
。」
と
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

●
（
２５
―
３
）
広
報
広
聴
関
係
事
業
に

つ
い
て

「
広
報
広
聴
に
関
す
る
各
種
事
務
事
業

に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
合
併
時
に
田

原
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。」
と
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

田原市・渥美町合併協議会
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《解説》 
　　農業委員会委員の定数及び任期 

田　原　市 

●委員構成 
　①選挙による委員　　　　２３人（合併特例） 
　②選任による委員　　　　　２人 
（農業協同組合推薦１人、農業共済組合推薦１人） 
　③選任による委員　　　　　５人 
（議会推薦５人） 
●委員の任期 
　平成１７年７月２７日 
●部会の構成 
　農地部会　１６人　農政部会　１４人 

●委員構成 
　①選挙による委員　　　　１８人 
　②選任による委員　　　　　２人 
（農業協同組合推薦１人、農業共済組合推薦１人） 
　③選任による委員　　　　　５人 
（議会推薦５人） 
●委員の任期 
　平成１８年６月１日 
●部会の構成 
　な　し 

渥　美　町 

●委員構成 
　①選挙による委員　　２０人（田原市選出１２人、渥美町互選〈在任〉８人） 
　②選任による委員　　３人（農業協同組合推薦１人、農業共済組合推薦１人、土地改良区推薦１人） 
　③選任による委員　　４人（議会推薦４人） 
●委員の任期 
　平成２０年７月２７日 
●部会の構成 
　現在の田原市農業委員会委員の任期で廃止する。 
●備考 
　農業委員会等に関する法律の改正（平成１６年５月２６日公布） 
　・選任委員の選出方法の見直し 
　　　新たに土地改良区から選任委員を１人追加 
　　　議会推薦の学識経験者は５人以内から４人以内へ 
　・農地部会設置が任意に緩和（現行は、選挙による委員が２１人以上の委員会は必置） 

現
　
　
　
況 

調
　
整
　
内
　
容 

地域と地域の交流が新たな意識を生み、文化を育てる



●
（
２５
―
４
）
納
税
関
係
事
業
に
つ
い

て「
納
税
に
関
す
る
各
種
事
務
事
業
に
つ

い
て
は
、
田
原
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
に
よ
り
難
い
場
合
は
、
合

併
年
度
は
現
行
の
と
お
り
と
し
、
翌
年
度

調
整
す
る
も
の
と
す
る
。」
と
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

●
（
２５
―
５
）
消
防
防
災
関
係
事
業
に

つ
い
て

「
１
　
消
防
本
部
及
び
消
防
署
は
、
合
併

時
に
田
原
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。

な
お
、
渥
美
町
消
防
本
部
は
合
併
時

に
田
原
市
消
防
本
部
に
統
合
し
、
渥

美
町
消
防
署
は
田
原
市
消
防
署
の
分

署
と
す
る
。

田
原
市
消
防
署
の
管
轄
区
域
に
つ

い
て
は
、
合
併
後
の
田
原
市
全
域
と

す
る
。

２
　
防
災
関
係
事
業
に
つ
い
て
は
、
合

併
時
に
田
原
市
の
制
度
に
統
一
す

る
。

３
　
地
域
防
災
計
画
及
び
消
防
計
画

は
、
新
市
に
お
い
て
速
や
か
に
新
た

な
計
画
を
策
定
す
る
。
な
お
、
新
計

画
が
策
定
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
現

計
画
を
新
市
に
引
き
継
ぎ
運
用
す

る
。

４
　
少
年
・
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
及
び
危

険
物
安
全
協
会
は
、
田
原
市
の
制
度

に
統
合
し
、
防
火
協
会
は
、
田
原
市

の
制
度
を
適
用
す
る
。

５
　
そ
の
他
消
防
防
災
に
関
す
る
各
種

事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
合
併
時
に
田
原
市
の
制
度
に
統
一

す
る
。」

と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

●
（
２５
―
６
）
交
通
関
係
事
業
に
つ
い

て
「
１
　
交
通
安
全
計
画
に
つ
い
て
は
、
新

市
に
お
い
て
新
た
な
計
画
を
策
定
す

る
。
な
お
、
新
計
画
が
策
定
さ
れ
る

ま
で
の
間
は
、
現
計
画
を
新
市
に
引

き
継
ぎ
運
用
す
る
。

２
　
巡
回
バ
ス
等
に
つ
い
て
は
、
新
市

に
お
い
て
検
討
す
る
。

３
　
そ
の
他
交
通
に
関
す
る
各
種
事
務

事
業
に
つ
い
て
は
、
田
原
市
の
制
度

に
統
一
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
よ

り
難
い
場
合
は
、
両
市
町
の
実
態
に

合
わ
せ
調
整
を
行
う
も
の
と
す
る
。」

と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

●
（
２５
―
７
）
窓
口
業
務
に
つ
い
て

「
窓
口
業
務
に
つ
い
て
は
、
田
原
市
の

制
度
に
統
一
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
よ

り
難
い
場
合
は
、
両
市
町
の
実
態
に
合
わ

せ
調
整
を
行
う
も
の
と
す
る
。」
と
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

●
（
２５
―
８
）
保
健
衛
生
事
業
に
つ
い

て
「
１
　
在
宅
当
番
医
制
度
は
、
新
市
に
お

い
て
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
と
調
整

す
る
。
た
だ
し
、
合
併
年
度
は
現
行

の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
そ
の
他
保
健
衛
生
に
関
す
る
各
種

事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、
田
原
市
の

制
度
に
統
一
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ

に
よ
り
難
い
場
合
は
、
両
市
町
の
実

態
に
合
わ
せ
新
市
に
お
い
て
調
整
す

る
も
の
と
す
る
。」

と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

●
（
２５
―
９
）
障
害
者
福
祉
事
業
に
つ

い
て

「
１
　
障
害
者
計
画
に
つ
い
て
は
、
田
原

市
の
制
度
に
統
一
し
、
新
市
に
お
い

て
新
た
な
計
画
を
策
定
す
る
。

２
　
そ
の
他
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
各

種
事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、
田
原
市

の
制
度
に
統
一
す
る
。
た
だ
し
、
こ

れ
に
よ
り
難
い
場
合
は
、
両
市
町
の

実
態
に
合
わ
せ
新
市
に
お
い
て
調
整

す
る
も
の
と
す
る
。」

と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

●
（
２５
―
１０
）
高
齢
者
福
祉
事
業
に
つ

い
て

「
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
各
種
事
務
事

業
に
つ
い
て
は
、
田
原
市
の
制
度
に
統
一

す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
よ
り
難
い
場
合

は
、
両
市
町
の
実
態
に
合
わ
せ
新
市
に
お

い
て
調
整
す
る
も
の
と
す
る
。」
と
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

●
（
２５
―
１１
）
児
童
福
祉
事
業
に
つ
い

て「
児
童
福
祉
に
関
す
る
各
種
事
務
事
業

に
つ
い
て
は
、
田
原
市
の
制
度
に
統
一
す

る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
よ
り
難
い
場
合
は
、

両
市
町
の
実
態
に
合
わ
せ
新
市
に
お
い
て

調
整
す
る
も
の
と
す
る
。」
と
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

田原市・渥美町合併協議会
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●
（
２５
―
１２
）
保
育
事
業
に
つ
い
て

「
１
　
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
渥
美
町
の

「
保
育
所
統
合
実
施
計
画
」
を
引
き

継
ぐ
と
と
も
に
、
幼
保
一
元
化
へ
の

対
応
及
び
統
廃
合
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

２
　
保
育
料
に
つ
い
て
は
、
合
併
年
度

は
現
行
の
と
お
り
と
し
、
翌
年
度
か

ら
田
原
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。

３
　
特
別
保
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
合

併
年
度
は
現
行
の
と
お
り
と
し
、
新

市
に
お
い
て
調
整
す
る
。

４
　
そ
の
他
保
育
に
関
す
る
各
種
事
務

事
業
に
つ
い
て
は
、
田
原
市
の
制
度

に
統
一
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
よ

り
難
い
場
合
は
、
両
市
町
の
実
態
に

合
わ
せ
新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
も

の
と
す
る
。」

と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

●
（
２５
―
１３
）
生
活
保
護
事
業
に
つ
い

て「
生
活
保
護
に
関
す
る
各
種
事
務
事
業

に
つ
い
て
は
、
田
原
市
の
制
度
に
統
一
す

る
。」
と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

●
（
２５
―
１４
）
そ
の
他
の
福
祉
事
業
に

つ
い
て

「
そ
の
他
の
福
祉
に
関
す
る
各
種
事
務

事
業
に
つ
い
て
は
、
田
原
市
の
制
度
に
統

一
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
よ
り
難
い
場

合
は
、
両
市
町
の
実
態
に
合
わ
せ
新
市
に

お
い
て
調
整
す
る
も
の
と
す
る
。」
と
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

以
上
、
再
提
案
の
「
消
防
団
の
取
扱
い
」

を
含
む
１８
項
目
が
提
案
さ
れ
、
第
７
回
の

協
議
会
で
確
認
事
項
と
し
て
協
議
さ
れ
ま

す
。

■
愛
知
県
事
前
協
議
に
係
る
新
市
建
設

計
画
の
原
案
に
つ
い
て

第
６
回
合
併
協
議
会
に
お
い
て
当
協
議

会
の
新
市
建
設
計
画
「
田
原
市
・
渥
美
町

ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
」
の
県
事
前
協
議

案
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
直
ち
に

県
と
の
事
前
協
議
を
始
め
、
県
の
事
前
協

議
回
答
、
県
本
協
議
案
の
作
成
、
同
案
の

確
認
・
本
協
議
開
始
と
進
め
、
１２
月
初
旬

の
策
定
を
目
指
し
ま
す
。（
※
当
計
画
は
、

策
定
後
に
概
要
版
を
全
戸
配
布
す
る
予
定

で
す
。）
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渥美半島の可能性を探って

第６回 

合
併
協
議
会
の
結
果 

１０
月
２６
日（
火
）田
原
市
役
所 
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新市建設計画の施策の体系 
新市の課題 

・産業の活性化　・幹線道路の整備　・生活基盤の整備　・地域防災対策の充実　・地域コミュニティの確立　
・市街地の整備　・教育文化の振興　・環境社会への対応　・広域的な地域整備　・行財政改革の実現 

うるおいと活力のある田園共生都市（ガーデンシティ） 
～地域の個性と連携を目指して～ 

将来都市像 

将来目標 

・個性が響き合う地域 
・うるおいのある美しい地域 
・世界に開かれた地域 

・安全で安心して暮らせる地域 
・参加と協働による活力ある地域 

新市の主要施策 
「ガーデンシティ・プロジェクト」 

１．地域の個性を活かした基盤整備の推進 
２．安全で安心できる生活環境・地域福祉の推進 
３．地域環境の保全と資源循環の推進 
４．市民参加・協働型自治の推進 
５．地域を担う人材育成・教育文化の振興 
６．産業活力の創出 
７．広域連携による地域整備の推進 
 

新市の土地利用の方向性 

地域経営（シティマネジメント） 

１．地区拠点の整備 
　　新市中心市街地 
　　赤羽根市街地 
　　福江市街地 
　　新市交流拠点 
　　（中央、スポーツ・文化、伊良湖、 
　　　三河湾、表浜） 
 
２．特徴的ゾーンの整備 
　　（臨海産業、農業活性化、 
　　　表浜海浜環境、三河湾環境、 
　　　自然景観形成） 
 
３．新市道路ネットワークの整備 
　　広域幹線道路 
　　新市交流軸と循環道路 

新市の戦略ビジョン 
　　「ウィンド＆ウェーブ」 

１．住民自治構想（ホームタウン構想） 
２．安心安全構想（セーフティシティ構想） 
３．環境共生構想（エコロジーシティ構想） 
４．資源活用構想（ミュージアムシティ構想） 
５．雇用活性化構想（インダストリアルシティ構想） 



各
会
場
と
も
小
学
生
に
よ
る
「
僕
の

夢
・
私
の
夢
」
の
発
表
が
行
わ
れ
た
後
、

講
師
の
先
生
方
か
ら
大
変
興
味
深
い
お
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
各
会
場
の
大
勢
の

皆
さ
ん
に
今
回
の
合
併
問
題
や
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
１
回
　
「
合
併
か
ら
ま
ち
づ
く
り
へ

―
浜
松
の
事
例
か
ら
田
原
・
渥
美
の
未

来
を
考
え
る
―
」

９
月
２８
日
（
火
）

田
原
文
化
会
館

講
師：

静
岡
文
化
芸
術
大
学
副
学
長

上
野
征
洋
　
氏

〈
概
要
〉
分
権
型
行
政
と
合
併
問
題
な
ど

で
「
変
わ
り
ゆ
く
国
と
地
域
の
か
た
ち
」

に
つ
い
て
解
り
や
す
く
解
説
さ
れ
た
後
、

１２
市
町
村
に
よ
る
合
併
へ
の
取
組
事
例

「
政
令
市
『
浜
松
』
へ
の
歩
み
と
展
望
」
を

ご
紹
介
さ
れ
、
最
後
に
「
田
原
・
渥
美
の

未
来
」
に
つ
い
て
ご
示
唆
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
田
原
市
と
渥
美
町
の
合
併
で
、
新

田
原
市
は
「
東
海
の
星
」「
小
さ
な
巨
人
」

に
な
る
こ
と
も
可
能
。
ま
た
、
両
市
町
の

意
識
の
違
い
は
、
新
た
な
「
共
生
（
と
も

い
き
）」
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
大
切
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

第
２
回
　
「
今
ふ
る
さ
と
を
想
う
―
変

わ
る
時
代
の
流
れ
―
」

１０
月
８
日
（
金
）

渥
美
町
文
化
会
館

講
師：
高
千
穂
大
学
客
員
教
授

山
本
雄
二
郎
　
氏

〈
概
要
〉
ご
出
身
の
福
江
か
ら
成
章
中
学

に
進
学
し
、
当
時
の
田
原
に
来
た
頃
の
大

き
な
驚
き
を
例
に
、
ま
ち
の
違
い
・
時
代

の
移
り
変
わ
り
な
ど
、
大
変
な
つ
か
し
い

お
話
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、
ご
自
身
が

４０
年
間
ご
専
門
と
し
て
関
わ
っ
て
き
た
交

通
・
観
光
分
野
の
体
験
談
に
つ
い
て
触
れ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
半
島

観
光
・
産
業
観
光
・
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
な
ど
を
提
言
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
３
本

（
旧
３
町
）
の
矢
で
力
を
合
わ
せ
て
進
め
る

こ
と
の
必
要
性
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
回
　
「
渥
美
半
島
の
人
と
自
然
―

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
―
」

１０
月
２６
日
（
火
）

田
原
文
化
会
館

講
師：

愛
知
大
学
名
誉
教
授河合

秀
敏
　
氏

〈
概
要
〉
田
原
市
白
谷
出
身
の
先
生
は
、

地
元
へ
の
愛
着
を
語
り
な
が
ら
、
渥
美
半

島
は
一
つ
、
合
併
は
時
の
流
れ
に
沿
え
ば

健
全
な
選
択
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

渥
美
半
島
の
こ
れ
ま
で
の
発
展
は
、
豊
川

用
水
や
臨
海
工
業
の
貢
献
が
大
き
く
、
今

後
も
こ
れ
ら
を
大
事
に
育
て
る
こ
と
が
必

要
。
ま
た
、
渡
辺
崋
山
や
藤
村
、
芭
蕉
等

の
「
歴
史
・
文
化
」、
日
本
一
の
「
農
業
」、

美
し
い
自
然
を
持
つ
「
観
光
」、
ウ
ミ
ガ
メ

と
の
共
存
に
よ
る
「
赤
羽
根
港
周
辺
整
備
」

等
に
力
を
入
れ
る
べ
き
と
示
唆
さ
れ
ま
し

た
。
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ま
ち
づ
く
り
講
演
会
を
開
催 
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
を
開
催 

●＝基本方針が確認された項目 
○＝現在協議中の項目 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 

７ 

８ 
９ 
１０ 
１１ 
１２ 
１３ 
１４ 
１５ 
１６ 
１７ 
１８ 
１９ 
２０ 
２１ 
２２ 
２３ 
２４ 
２５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２６ 

● 
○ 
● 
● 
● 
● 

○ 

● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
○ 
● 
● 
● 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 

合併の方式 
合併の期日 
新市の名称 
新市の事務所の位置 
財産及び債務の取扱い 
議会議員の定数及び任期の取扱い 

 

地方税の取扱い 
一般職の職員の身分の取扱い 
特別職の身分の取扱い 
条例・規則等の取扱い 
事務組織及び機構の取扱い 
一部事務組合等の取扱い 
使用料、手数料等の取扱い 
諮問機関等の取扱い 
補助金・交付金等の取扱い 
町名・字名の取扱い 
慣行の取扱い 
国民健康保険事業の取扱い 
介護保険事業の取扱い 
消防団の取扱い 
行政区の取扱い 
公共的団体等の取扱い 
地域審議会の取扱い 
各種事務事業の取扱い 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新市建設計画 

項　　目 状況 

●合併協定項目 平成１６年１０月２６日現在 

農業委員会委員の定数及び任
期の取扱い 

○国際交流・広域交流事業   

○電算システム事業   

○広報広聴関係事業   

○納税関係事業   

○消防防災関係事業   

○交通関係事業   

○窓口業務   

○保健衛生事業   

○障害者福祉事業   

○高齢者福祉事業   

○児童福祉事業   

○保育事業   

○生活保護事業  

○その他の福祉事業   

 

健康づくり事業   

ごみ収集運搬業務事業   

環境対策事業 

農林水産関係事業 

商工・観光関係事業 

勤労者・消費者関連事業 

建設関係事業 

上下水道事業 

学校の通学区域 

学校教育事業 

文化振興事業 

コミュニティ施策 

社会教育事業 

社会福祉協議会 

その他事業 

１１
月
１１
日（
木
） 

１１
月
２５
日（
木
） 

渥
美
町 

田
原
市 

第
７
回 

第
８
回 

１３
時
３０
分 

１０
時
００
分 

開

催

日

 開
催
場
所 

開
催
時
間 

合
　
併 

協
議
会 

●
田
原
市
・
渥
美
町
合
併
協
議
会
開
催
日
程（
１１
月
分
） 

※
開
催
場
所
、日
時
に
つ
い
て
は
、変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 


